
巻 頭 言

巻
　
　
頭
　
　
一言
―
―
『木
簡
研
究
』
第
三
〇
号
の
刊
行
に
憶
う
―
―

今
回
刊
行
の

『木
簡
研
究
』
は
第
三
〇
号
と
い
う
記
念
す
べ
き
号
で
あ
る
。
木
簡
学
会
自
体
は
来
年
三
月
で
満
三
十
周
年
と
な
る
。
し
た
が
っ
て

来
年
秋
に
は
研
究
集
会
を
拡
大
し
て
一
般
向
け
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
加
え
、
記
念
事
業
と
す
る
予
定
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
学
会
の
機
関
誌
が
第
三
〇
冊
目
を
迎
え
た
こ
と
は
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
情
報
提
供
者
で
あ
る
発
掘
調

査
担
当
研
究
員
の
協
力
と
編
集
や
会
務
に
不
断
の
尽
力
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
人
々
の
努
力
の
結
実
と
し
て
、
第
三
〇
号
に
ま
で
到
達
し
た
と
の
思
い

が
強
い
。
ま
た
会
員
相
互
の
直
接

。
間
接
の
支
援
と
協
力
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
論
を
倹
た
な
い
。
そ
こ
で
、
三
〇
年
目
と
い
う
節
目

を
迎
え
て
八
〇
年
代
に
委
員
の
任
に
あ
つ
た
者
と
し
て
の
感
慨
を
少
し
記
す
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
会
の
目
的
を
示
す
会
則
第
三
条
に
は

「木
簡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
」
を
推
進
す
る
と
あ
り
、
こ
う
し
た
面
で
の
不
十
分
さ
を
指
摘
さ

れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
が

（第
一
二
号
、
田
中
琢
氏
巻
頭
一一Ｓ
、
そ
の
後
、
こ
れ
に
応
え
る
研
究
が
、
山
中
章
氏

「考
古
資
料
と
し
て
の
古
代
木
簡
」
（第

一
四
号
）
を
初
め
と
し
て
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
「木
簡
を
観
る
」
（第
二
五
号
、
平
川
南
氏
巻
頭
一一３

＞」
と
の
大
切
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
情
報
の
蒐
集
と
そ
の
成
果
の
普
及
と
い
う
面
で
は
、
「木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
公
開
さ
れ
て
す
で
に
久
し
い
が
、
そ
れ
に
加
え
て
近

時

「文
字
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
木
簡
字
典
」
や

「木
簡
釈
読
支
援
シ
ス
テ
ム

・
宝
ｏ
″
″
目

∽
ゴ
ｏ
ヒ

（奈
文
研
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「木
簡
ひ
ろ
ば
」
の

「釈

読
室
も

・
「全
国
木
簡
出
土
遺
跡

。
報
告
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
木
筒
の

『五
確
字
類
』
と
も
い
う
べ
き
単
行
本

『日
本
古
代
木

簡
字
典
』
も
刊
行
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
作
成
に
か
か
る
が
、
研
究
調
査
へ
の
稗
益
は
絶
大
な
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

第
三
番
目
と
し
て
の
感
想
と
し
て
、
小
生
が
関
心
を
も
つ
条
里
遺
構
と
木
簡
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
白
鳳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
前

半
の
木
簡
出
土
で
著
名
な
滋
賀
県
の
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
は
条
里
で
も
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
の
遺
構
は
、
第

一
遺
構
面
が

一
二
世
紀



―
二
〇
世
紀
、
第
二
遺
構
面
が

一
〇
世
紀
―

一
二
世
紀
、
第
三
遺
構
面
が
入
世
紀
後
半
ｔ

一
〇
世
紀
初
で
、
第
四
遺
構
面
が
七
世
紀
後
半
１
人
世
紀

初
頭
で
あ
り
、
第
二

。
第
三
遺
構
面
で
は
北
東
か
ら
南
西
に
斜
行
す
る
野
洲
郡
の
統

一
条
里
型
地
割
遺
構
を
検
出
す
る
が
、
第
四
遺
構
面
は
上
層
と

は
全
く
異
な
る
ほ
ぼ
正
方
位
地
割
を
示
す
と
い
う
。
大
宝
元
年

（七
０
３

１
霊
亀
三
年

（七
一
七
）
の
間
と
考
え
ら
れ
る
郡
符
木
簡
は
こ
の
第
四
遺

構
面
下
部
か
ら
出
上
し
て
い
る

（第
一
四
号
入
七
―
九
一
頁
）。
ま
た
同
遺
跡
で
は

「（酔
酪
定
里
十
三
」
と
読
め
る
人
世
紀
代
の
木
簡
が
出
上
し
て
お
り
、

釈
文
ど
お
り
の
条
里
呼
称
と
す
る
と
、
調
査
地
の
推
定
条
里
と

一
致
す
る
と
い
う

（第
入
号
）。
こ
の
事
実
は
第
四
遺
構
面
の
地
割
が
小
地
域
的
な
も
の
で

あ
り
、
統

一
条
里
の
中
に
包
含
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
湖
東

げ
湖
南
の
白
鳳
寺
院
址
の
寺
地
区
画
が
正
方
位
を
と
る
こ
と

（小
笠
原
好
彦

「近
江
の
古
代
寺
院
と
条
里
」
冨
分里
制
研
究
』
第
人
号
）
と
同
様
に
、
地
方
官
行
的
施
設
の
区
画
に
伴
う
地
割
で
あ
る
と
い
え
よ
う

（四
五
頁
コ
ラ
ム
も
参
昭
じ
。

条
里
地
割
遺
構
と
木
簡
と
い
う
こ
と
で
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
の
荒
田
目
条
里
遺
跡
も
注
目
さ
れ
る
。
三
五
点
の
木
簡
の
内
容
は
多
彩
と
い
う
ほ

か
な
い
。
郡
符
木
簡
に
は
、
津
の
長
に
人
の
召
喚
を
命
じ
た
も
の
と
、
里
刀
自
ほ
か
三
六
人
の
人
名
が
み
え
る
も
の
が
あ
り
、
仁
寿
三
年

（八
五

三
）
十
月
の
米
の
返
抄
木
簡
、
「古
僧
子
」
「白
稲
」
ほ
か
稲
の
品
種
を
示
す
種
子
札
な
ど
が
あ
る
。
大
領
於
保
臣
の
名
も
あ
り
、
平
安
初
期
の
陸
奥

に
お
け
る
地
方
豪
族
や
里
刀
自
の
戸
の
存
在
形
態
お
よ
び
農
業
経
営
を
知
る
格
好
の
直
接
史
料
と
な
っ
て
い
る

（『荒
田
目
条
里
遺
跡
』
二
〇
〇
一
年
）。

約
三
〇
年
前
ま
で
は
、
条
里
を
発
掘
す
る
と
水
田
遺
構
は
検
出
で
き
て
も
、
顕
著
な
遺
構
や
遺
物
は
発
見
し
難
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
う
。
し
か
し
そ
の
後
に
様
相
が

一
変
し
た
。
本
誌
の
旧
号
を
繰
っ
て
み
て
も
、
右
の
荒
田
目
条
里
遺
跡
の
ほ
か
、
茨
城
県
の
鹿
島
湖
岸
北
部
条
里
遺
跡

（第
六
号
）
な
ど
条
里
遺
跡
と
銘
打
つ
遺
跡
が

一
〇
余
ヶ
所
ほ
ど
あ
り
、
ま
た
条
里
遺
跡
と
は
名
乗
ら
な
い
が
、
掲
載
地
図
に
よ
っ
て
条
里
地
割
の
中
に

遺
跡
が
あ
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
。
さ
ら
に
先
に
み
た
よ
う
な
条
里
記
載
の
あ
る
木
簡
も

一
〇
点
余
あ
り
、
そ
の
一
つ
を
活

用
し
て
但
馬
国
豊
岡
盆
地
の
条
里
復
元
研
究
も
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（山
本
崇
氏
論
考
、
第
二
四
号
）。
ま
さ
に
隔
世
の
感
が
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
な
る
が
、
こ
の
三
十
年
間
に
、
岸
俊
男
初
代
会
長
を
初
め
と
し
て
、
役
貝

。
会
員
の
幾
多
の
方
々
が
幽
明
境
を
異
に
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
本
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
っ
て
筆
を
掴
く
こ
と
と
す
る
。
　
　
　
　
　
（岩

本

次

郎
）




